
1 5]良 月
「

司芸暖卜撃き

inJヒ 労辱 】重

(平成14年 10月 27日 ～28日 )

15期 舟田 節子

(15期 においては記録提出で同期会幹事が終

了すると定めてあります.で も、紅葉の後は

すぐスキーシーズンが始まる北海道.JTB
北海道は帰宅もままならない不況知らずなん

だそうです。待つてるより書いた方が速い…

と、渡辺主幹事代筆 )

*1年前から下準備

何と2001年秋.皆が神戸同期会を楽しんでい

た当日、「同期会 in北海道」は札幌すすき野に

て初期微動をしておりました。よりによつて会

社の慰安旅行に重なって しまった奥名氏が、15

期会残金 (連絡費)を、呼び出した渡辺氏に預

けた (押 しつけた)事により、15期会札幌分会

は、正幹事 :渡辺純久、副幹事 :奥名正啓の、

北海道同期会準備会へと変貌したのです。

そのうえ神戸に集まっていた面々が代る代る

携帯で「だいたいお前が『速い、違い』と来ん

封筒で舞い込みました.当然といえば当然です

けれど、プロ仕様のスケジュール表。「全日空

の超割orJ A Lのパーゲン+豪華ホテル」と、

まさに年季通 りの激安&夢のプランでありまし

た。安さに釣られて旦那まで「ワシも行 <」 と

言い出し… 1日 前から入ってどこかの山をとも

思いましたが望み薄と分かり、妥当に、土日の

便の手配を依頼 しました。

そのように「航空機は原則各自予約」なんて

誰もやらず、「面倒な方々」が当然と主幹事に

依頼。これが最難目だつたようです。業界内の

人間が限定超安切符を何枚も押さえ込むなんて

、かえつて出来ない事ですから。人脈をフル稼

働 し、借 りも一杯作つて しまったんじゃ…。感

謝 してます !

(ps.正確には、超真面目の上馬さんが原則通

り「各自予約」をやり、取れませんで した。そ

の結果、渡辺幹事の苦戦が尾を引くことになり

ましたので…社会通念の方が勝ちの 1コ マ)

*山モー ドで決め ! 感激その ‖

夫婦で出掛けるとなると、お揃いの山姿しか

思い浮かばず、小松空港で早速「どこ行くつも

りなの ?」 と、松林夫妻、上馬さんに笑われま

した。だって、こっちの方が、一式揃ってて安

心なんだもん :それに昭和新山登山って書いて

あったでしょ?(だ いたいね、私は 2回北海道

行つてるけど、 2回とも石狩から旭までの縦走

だったんだからね !山装東で行 <もんなの !)

小松の雨天から、意外に穏やかな新千歳の空
へ。京都同期会に出ていない私には、まさに卒

業以来の渡辺氏との再会。昔と一緒プラス、30

年で身についた添乗員らしい気配リロ配 りが見

えてついニヤニヤ。彼の方は「毎年、年賀状の
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写真で見てるからね」と、 (太 目のオバサンに

なったね !)を控えてニヤニヤ。

昨日のうちに入札していた副幹事奥名さんと

も打ち合せは済んでいるようで、大阪組の宇野

夫妻と鈴木さん、東京からの間所夫妻、名古屋

からの佐野さんが続々集結。昨年神戸幹事だつ

た鈴木さんは「お任せつて、何て楽 !」 と、院

長の既得権と化 したホリデーにご満悦の体。20

分足らずで全国から集結出来るなんて、成程、

新千歳は日本の表玄関の一つなんですね。

レンタカー 2台に分乗。こんな判らんとこ運
転出来ん !と 控える面々に対し、黙ってハンド
ル握っちゃう、佐野さんに奥名さん。こっちの

車内では松林氏の凝った解説が始まり、人材豊

富に甘えさしてもらいます。まず目指すは J丁
Bお墨付きの札幌ラーメン屋。そう、思い出し

ますよ。昔、北海道合宿の帰 りのラーメン屋で
、ヤクザに凄まれてしまったこと一。でも今日
は本ッカホッカの大満足。店を振り返ったら「

本日の営業は終わりました」の案内が出ていて

、限定の味を反鍔しました。

*北の大地、紅葉最後の輝き 感激そのⅢ
ここから、渡辺主幹事は結婚式参列のため、

夜まで離脱。奥名副幹事車を信 じて洞爺湖へ向
かいます。カーナビ搭載車なるも、カーナビ不

慣れな諸氏、土地勘も無 して、車内はガキ、ジ

ャリ丸出し状態の会議が飛び交う。それても画

面には支笏湖が映り出して、カーナビで大湖を

見たことのない私はやはり感激致しました。

渡辺主幹事によれば紅葉見頃は先週までであ
つたとのこと。でもまだまだ、北上する程紅葉

は見事が実感出来ます。「集合写真撮るぞ―」
と言つて、車まで駈け戻る宇野氏。そのうえ「

あ、フィルム入っとらん」と、またまた向こう
の売場へ駈けて行 <彼の姿に、「何も変わっと

らん (進歩しとらん)」 の爆実の渦。湖もダイ

ナミックなら、周 りの火山群も魅惑的。でも紫

色を帯び始めています。さあ明るいうちに洞爺
湖に着かなくては。

原生林を走り抜け峠を越えると、意外なほど
の大温泉街に入って行きます。被災の片鱗もな

く賑わう通 り。洞爺湖パークホテルはそんな中
での大豪華ホテルでした。ガラス張りの広い広
いロビーに入り、ほんとここでいいの ?と一段
下がった大レス トランを振り返れば、総ガラス

張りの全面に洞爺湖が茫洋と広がり、嵌め絵の

ように羊蹄山が難えています。もう信じられな
い。だつて、同期会ってこれまで国民宿舎とか

公営○△センターとか、安い安い所を漁って来
たんですよ。地域の安くて騒げての穴場を見付
けるのが、幹事の腕でした。「渡辺さんを永久

幹事にすべきよ !」 の声も上がりましたが…。

部屋に入ればさっきと同じ景色が広がり、大浴

場に浸かれば、向かいの温泉街の灯りがこれま
た幻想的に揺らいているので した。-7瑠 でよ

妙 った !?

*宴会は毎度楽しい 感激そのⅣ
ロピーにて渡辺夫人に合流 しました。元16期

の恵子ちゃん。さっそく来年のOB総会にご招
待しましたが、「まだまだ行つてない国がある



舟田 舟田 松林 佐野 鈴木

奥名

から、そつちが先。皆さんによろしく」の弁。

彼女もJTBの 妻を謳歌しているようで した。

「女性部屋」「男性部屋」「チ ョンガー早寝

部屋」と部屋割 りすると、女性軍は早速賑やか

なおしゃベリが始まります。「この間ふと見下

ろしたらね、娘が00お じんと歩いているのが

見えて。『護よ。あの馴々しいおじんは 1』 と

聞いたら『ん ?お父さんよ』。私、真上から見

たことがなかったから、二重にショックだった

わ」とか、「ねえねえ、この頃怒りつぼくなっ

たと思わない」「うちもよ。男も更年期がある

っていうじゃない」ワーワー、キヤーキヤー.

「え一、先にお風呂 ?そ つちのパッグに入って

るでしょ。わかんない?もお、旦那が最後まで

子供なんだから !」 着替えを持たせてまたワー

ワー。正規の近況報告タイムより、この時の方

が同期のお父さんぶり、夫ぶりがよくわかつて

、めちゃ楽しい !そ して何より円満、堅実の家

庭が偲ばれます。その頃には「おいおい、女性

軍もこっち来んか」と、所在なげになった男性

軍から御呼びがかかる…というパターンです。

食前酒がかなり回つた体で宴会場へ。子供席

もなくなり、彼らは徐々に大響りを終えて昔の

自分達のように就職 し、自分の道を歩き始めて

いる…こんな同期会の時の方が、不思議に歩い

てきた道を振り返る心地になるものです。第二

の職場に移った人も多く、まだ一頑張りながら

も、とりあえず急坂を乗 り切つた感が漂います

。ちなみに今回珍しく欠席の高村さんは、沙緒

里ちゃんとのイタリア卒業旅行に重なったもの

…頑張つてきたよね。そうそう「孫はかわいい

ぞ !Jと、一早く次のステージにジャンプした

髭 じいちやんが一人。費客 (?)にあたる主人

も、「卒業 して30年 も経つているのに、こんな

になごやかに続いている会は珍しいんじゃない

か」と相応のコメン トで盛 り立てておりました

。現役時代の 4年間も楽しかつたけれど…人生

で一番投資効果の高かつた 4年間だつたと思い

ます。人生という大海に共に漕ぎだした戦友…

くぐった荒波が判るのが同期です。

宇野 間所 松林 上馬

間所   撮影 :宇野

宴会部屋の「お色直し」のため、一旦退室。

幻想的な湖上花火を見た後、二次会。所用を終

えた渡辺主幹事がようやく合流。彼、話の種に

と、ワンゲル資料を全部揃えてありました。O
B会報もずらりと並べてあつて…これは私の奮

戦10年の歴史でもありましたから、自分の棚に

あるのとはまた違つた感動がありました。しか

し卒業アルバムでやたら「可愛かつたね」を連

発 したから、この気配 りは過剰だ !ワ ンゲルソ

ングを歌いたがる (?)渡辺氏のために次々と

、まだら歌詞が北海道の湖畔の一室に流れたの

でした。「ワンゲルの歌つてどれも同じみたい

」と言いながら、17期宇野夫人は当然として奥

さん連も唱和できるのが同期会の年季。あの頃

夜な夜な、どうしてこんな歌ぐらいで時間が過

ごせたのか…。

*有珠山西山火ロヘ 感激その V
部屋へ戻つてからも宴会は続いたはず。なの

に朝飯前の、有珠山西山火口散策には、ちゃん

と全員旦ビーヘ集合.立派 12台に分乗 し、温

泉街後ろの丘陵へ。 2年半前の災害の跡は温泉

街には片鱗もなく、この地域に入ると廃棄され

た建物も残され、そのまま新観光地となってい

ます。早朝ゆえますます噴煙は自々と、たぎる

大地のエネルギーをしのばせます。幾筋も断層

の入った道路、半埋まりの道路標識、露出した

水道管、放置されたままのユンポが、生々しい

。救援お礼のポランティアおばさん達がマップ

を配つていましたが、観光地の悲哀としたたか

さも見た気がしました。大地のエネルギー以上

に、この地に生きる「人のエネルギー」を垣間

見れた地で した。

*昭和新山そして帰路へ 感激そのⅥ

焦茶マフィンのような新山は、すぐ傍にあり

ました。有珠山を 3分の 1周すると有珠山ロー

プウェーがかかり、向かいの昭和新山を眺め下

ろせるようになっています。残念ながら、私達
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に乗る時間はありません。「登りに来たんで し

ょ。さあ」と、主幹事は強 <お勧めで したが、

防護相に阻まれ、それらしく記念写真を撮るま
ででした。ここからはもう帰路です。

真っ青な空に、汗ばむほどの陽気。「去年と

同じ服」を気にしていた間所夫人も「私の気象

判断の方が正しい !」 。小麦色の景色が、広々

、伸び伸び…。でもこの日、晴れていたのは北

海道だけだったようなのです。金沢なんか朝か

ら霰に雷。テレビも停電で消えて、一人留守番
の末つ子は不吉な予感に怯えていたそうです。
その親の方は、「鹿に注意」の道路標識にもキ

ャー、なだらかに裾野をひ <火山にも「あの縞

23期
「

司期 会

23期 鳥越 伸博

23期は、何故かしらOBが金沢、高岡、関西

の 3地区に集中しているので、この 3地区で幹

事を持ち回り、し2年に 1度のベースで同期会

を開催 しています。

今回は金沢が幹事となり、今年の 8月 24日 (

土)、 25日 (日 )の 2日 間の予定で金沢で行い

ました。実は昨年開催する手筈になっていたの

ですが、宿泊場所の予約日付を 1か月間違えて

いたというチ ョンポで急速キャンセルとなり、

今年改めて金沢組主催で開催することとしたも

のです。

さて、今回はどこでやろうかという話で、今

年はやっばり「利家とまつ」で金沢の年だろう

ということで、「金沢で昔懐かしい所を回ろう

」ツアーとしました。

まず、土曜の夕方、宿泊場所である湯涌温泉

に現地集合。 (夜の片町という話もあったので

すが、皆さん昔ほど若くはないようで、温泉の

方がいいと言う意見の方が多かったのです。 )

ゆっくり温泉につかり、おいしいものを食べて

から、晩はいろいろと近況報告。話題はどうし

ても昨今の事情から、仕事が不況だという話、

あるいは中学生、高校生になりつつある親の言

う事を聞かない自分の子供の話に集中していた

はもしかして登山道 ?ウ ワー登りた～い !」 を

やっていたので した。おまけに松林氏の「ここ

は知的障害者受け入れでは最先端の町」のスペ

シャルガイ ドも加わり、そのガイ ドが「インデ

ィアン水車も見にゃあJその妻が「留守番ばあ

ちゃんにも子供にも、絶対北海道土産がいる !

」を主張。結局渡辺氏が、我儘なお客に振 り回

されて、精一杯の善処はいつもの通りなのでし

た。

そうやつてあつという間に荒天の小松に降り

、翌日は、札幌風雪の映像にわが目を疑いまし

た。月並ながら、幹事の熱い思いが青空を呼び

込んだので しょう。ありがとうございました !

ような気がします。

翌日は、音懐かしい金沢探訪ということで、

まず、加賀百万石博開催中の旧城内へ直行。石

川門から入城 し、「ここは学生本部があつた場

所 ?」 「テニスコートの坂はゆるくなつた ?」

「生協があそこで、学生食堂があそこにあつて

」「部室は影も形もないかJ等々、音とはガラ

ッと変わつた風景を懐かしんでおりました。

菱櫓も見物 し、今度は角同キヤンパスヘ。新

キャンパスは勝手も良く分からず、サファリバ

ークではないけれど、車の中から一周 して見学

。そうこうするうちに、午前が終了し、昼食は

当然「第 7ギ ョーザ」へ。新しいビルと日曜日

の昼にも関わらず超満員の店内にびつくりしつ

つ、注文だけは昔と変わらずホワイ トと豚汁。

「音と味が変わつた」「いや昔と一緒だ」とワ

イヮイガヤガヤ言いながら、昔ほどはたくさん

食べられなくなった事だけは実感 して、帰路に

ついたので した。

次回は 2年後、高岡組の幹事で開催する予定

です。

《参加者》

浅輸 宇野 興井 竹内 戸水 中川

名倉 名倉 名倉jr 宮西 鳥越

浅 名

輪 倉

興

戸 井

名水  竹

中
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鳥

越

名

宮

西

宇

内 野 倉



息 子 の 追 悼 山 行 と

ワ ン ゲ ル の 人 達 と1の
1 (D年 二(7)」リテみ

36期 蒲原 道子

今年で息子が遭難して10年になり、追悼山行

も10回続いています。今年は8月 23日 ～25日 に

行つてきました。

人数は14人で立山に8時集合で、今年は何も

無いかなあっと…思ったら、なんと34期の伊藤

さんのクリレマがバース トしてしまったそう。彼

は愛知県の蒲郡の人なのですが、35期の同じく

愛知県春日井市の井村君の所へ行く途中になっ

たとのことで、大変恐い思いをしながらどうに

か春日井市に着き、井村君の車で立山へ来たと

のことでした。

他 3名 (33期 と36期の奥出夫妻、37期の山本

君)は遅れて後で来るとのこと。お見送りの方

達は、34期の奥君のファミリー (奥様の千明さ

ん、息子の麟平君、娘の彩香ちゃん)、 35期の

和田君ファミリー (奥様の香苗さん、娘のなる

みちゃん、みのりちゃん)、 37期の福田君夫妻

(息子のゆきふみ君)計10名。今年は見送りの

人を入れると24人になり、本当にすごいなあ…

さあこれから出発です。

大幅に時間がずれて、出発10時.立山駅を出

て、室堂―雷鳥沢―剣御前一剣沢。少し早く着

き、早速テントの設営。設営も手慣れて (10回

も設営)、 早く出来るようになり、皆が夕食の

準備をしてくれている間、テントの中でくつろ

ぎました。

夕食が終わり、石川君が呼びに来てくれて、

少し高台の場所で息子の追悼式が始まりました

。花を供えて、お参りをします。ここに来ると

自然に涙が出てきます。息子のことを思うと…

奥 松  福

蒲 樫 奥 浦 田

原 村奥  藤  石

牧  川

和 和  蒲  福

田 田和和原  田福

田田 奥  田

【1日 目 立山駅】

。でも、主人の挨拶が済む頃には、今年もここ

に来れた嬉しさで一杯になります。10年もここ

に来れて、本当に何て言つたらいいか、言葉で

言い表わせないぐらい、ワンゲルの仲間には、

感謝、感謝です。

夜、皆と集まってワイワイそていたら、天気

がおかしくなり、雨が降ってきました。早々テ

ントに戻り、主人と二人て息子のことを思い出

し、10年の歳月を思い返していました。夜中は

すごい雨と風で、寝ていても気になり、ゆつく

り眠ることが出来なかったです。

そうこうしているうちに二日目の朝方になリ

ましたが、外はまだ暗い。雨もやみません。そ

れなのに奥君が仕事の都合で一人で下山してい

きました。大丈夫かなあ一人で…。 (奥君あり

がとう。気をつけて帰ってね)奥君と別れて、

その後また寝ました。

まだ眠気が収まらない時に、今回のリーダー

の石川君から、「昼には天気が良くなると思う

ので、一服剣まで行きましょう」と言われまし

た。慌てて起きて行く準備をし、体操をしてい

るうちに、奥出夫妻が到着.一緒に登ることに

なり、13人で出発しました。一服剣でも追悼式

をやり、「良ちゃん、来たよ !」 と心の中で叫

び、合撃。

夕方剣沢に戻り、皆でビールを飲みました.

この時のビールは本当においしくて (生きてい

るんだな)と思います。その後はもう明日帰る

だけと気が楽で、またテントでくつろいでいま

した。そこに37期の山本君が「お母さん、お父

さん、一緒にテントで酒を飲みましょう」と誘

いに来てくれました。でもテントに行つたら、

人が一杯で入る場所がなく諦めて、二人のテン

トに戻りました.心遣いをありがとう.夫婦で

ビールを飲み、それなりに楽しく二人で話をし

柴

田
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ていました。テントは狭くてとつても辛い。で

も…何故かいいです。好きになりつつ、楽しい

な、いいなあと思います。

息子が山で遭難していなかったら、きつと山

には来ていないと思います。絶対に山には登ら

なかったと思います。

亡<なってもずっと私達は、息子に感謝して

います。

三日目になり、朝 7時に出発。息子にも又来

るね、来年頑張るねって心に思い、剣岳に別れ

を告げて、剣沢を後にしました。高山植物が豊

富な所を通り、帰りを急ぎました。

最後の難関が雷鳥沢です。私はあそこが一番

嫌いな階段なのですが、池の少し前の所で、松

浦君 (34期)が助けにリュックを持つてくれま

した。私は体が軽くなり、また頑張って歩けま

した。室堂に到着 !(やれやれ、うれしい !)

今年は天気が良くなくて大変でしたが、無事で

何よりでした。

有難う、皆、本当に今年も無事に行けて本当

に有難うございます。今回のリーダーの石川君

、買い出しをいつも担当している樫村さん、吉

田君、奥君、他にもみんなとつても有り難う。

この場を借 りて、有り難う。

毎年、普通に行つているけれど、この為に、

前から休みの都合をつけて <れている人達、本

当に感謝しています。私達夫婦だけでは行けま

せん、剣には絶対に。

10年って本当に長いです.私達も皆と知り合

えて10年になりました。今では皆が知っていな

いことまで、私の所には集まる情報基地になり

ました。名古屋に来た時はいつても皆が気楽に

泊まっていつてくれる場所になりました。

つい最近では、35期の和田君が結婚をし、二

彗彗警
=■

■■■

人で式に出て、祝杯の歌を歌いました。これも

(で しゃばりの私としては)内心嬉しいです。

彼は金沢の旭町でカレーのチャンピオンの店を

経営しています。皆さん、どんどん行つてあげ

ましょうね。

一年通して皆と中々会えないかなあと思った

ら、そんな事ないです。いつも達っているよう

な気がします。10月 にはお墓参りに皆が集まり

ます (勿論、我が家です)。 我が家はまるで民

宿状態です。でも、楽しいです。又、その為に

おいしい料理を頑張って作ります。

最後になりますが、いつもワンゲルの仲間に

は話していますが、主人共々、皆様と知り合い

になれた事、本当に良かつたです。息子の事も

、息子が居たからこそ、こんな刺激のある人生

があると思います。いろんな事、気持ち、考え

、すべて、私は皆と会えたからとってもいい人

生だと思います。

まだまだ、頑張つて皆について行きますね。

(ひょっとして私が引つ張つているかな ?)

よろしくね。

奥 吉出  石 藤

出 田   川 牧

【3日 日 剣御前】

井

村

山

本

柴

田

劇　　
　　
伊
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［
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松

浦
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・・・生きるのが人生。  皆様お元気

象讐竃奮蒼:?右昌Rt要李変
とは存じます々く、今

彎樹争」暫卜墓L営自密貝五瀑
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喜L毛喜事し二

これから秋の良い季節です。皆さんも快適にお過ご
しください.

IFT;3115著ま裏号をま曇与Fk
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森川さん、雨の金沢風景ありがとう。私も当分、森
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海岸沿いに続く急斜面は,水仙の葉で一杯で,も
しこれが満開ならばさぞかしとの眺めでした。

でかけた当日は,橋立町の民宿 r北前船」に宿泊
。その紹介 ;イ ンターネットでは,

選Ti`壼雪野警婿ぜなぞ

`鶴

習ビリ幣器での
)

ここにあるとおりの,築 140年の北前船主の家
をそのまま使われているもの。さすがに古い家で,

見事なつやの業が交錯する高い天丼や太い柱。しか
し,屋内を歩くと各所で軋みも。 古風な立ち居撮
る舞いの姉妹お2人でやっていらつしゃつて,屋内
の造作 '調度にしろ,食器なども一時代前のものが
さりげなくで,泉鏡花の世界。わが娘の言うには,

「ムーミンの世界だ。」とか。 室の全部を,家族
計 6人の貸し切りのようになりました。心のこもつ
た食事がおいしく1ぜひお勧めのお宿でした。

1/23(本)～ 25(土 )に八方温泉へ行く計画
墓き死ビ声菌b践霊声雰繕嗜こ採準書嵩9暴婁2導
F重買写誉慎専与黒「 [詈腎ゴケリツお暮疑塁鳥|ま

彙留響万1卜 ければ昨年と同 じように技術指導をし

要ふ奪車募夕父
?

八方はいいよ。どうですか?

里山を妻と歩いています。今日は思いがけず山ツ
ツジの トンネルに出くわし、この世の物とは思えな
い景色に感激しました。一面のツツジに自然の力の
偉大さ (自 然の恵み)を感じました。右を見ても左
を見てもツツジだらけです。 (奥は、兵庫県立フラ
ワーセンターの山側の「ツツジの小道Jで した。近
くの人は是非行つてください穴場です。)

会寵爆管警∵撻き横Fi督賢碗為亀難聾勇、高亀農ξ
糞お警墓募票t妻与夕ヽ有難うございました。編集

15期 佐野
いつもいつも、お便り有り難うございます。 トップ
ページ 冬らしくて良いですね。
4年前に4駆にかえてから、雪の上を走つたのは2
回のみ。しかも町中で2cmぐ らいの積雷でした。
愛知県じゃ雪をかきわけてなんてのはむりですよね

今回もスキー合宿はいけませんが、春のベルクハイ
ムには行こうと思つております。途中、間所も拾っ
ていきましょうかね。

ました。

)に出なけれ

久しぶりに忙

白馬大雪渓を滑りに行

20期 高田

菫ヨ警客警暴早おそ:彎警軍ら彗雰普ザ腎璽鷺電聯
つている次第です。
尤も妻子は、富山で羽根をのば しているで しょうか
ら、私も少 し向こうで慣れたら暇を見て韓国の低山
を散策 してみようと思つています。
OBの一人として、少 しでもワンゲルのお役に立て
れば幸いです。 HPを見るたび、多くのOBの御活
躍には、頭の下がる思いです。又、別山の写真あり
がとうございます。甚之助小屋は、私の尤も好きな
自山の山小屋で、あそこから見る景色は最高ですね
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*元顧間  松尾 秀邦

拝復  「やまざと」15号有難うございました。

自山にはいろいろ思い出が多<、 本下さんに

は随分お世話になりました。

昭和27年の自山資源調査では、御前峰の硫黄

の調査をやり、地獄谷の谷頭でインロウ石=角

閃石の結晶を拾い、真つ赤な物やら、長経28mn

の特大のを採つたのを思い出します。

キャンプ地は清浄ガ腹で、クロユリ、ハクサ

ンコザクラを薙ぎ倒して天幕を張りました。国

立公園以前でしたのでお咎めもなく、二週間位

のキヤンプ跡はその後何でもな<…その罰か、

今は歩行困難でつらい日々です。

来夏には自峰村のライン祭りが20回 日ですの

で、参加する心算です。いずれ又。

*長野県山岳総合センター

霧肇すF蕊桑警1墓責蒼異曇i急雪電箕需単責

も3月 に入つてからの異常な暖かさで積雪ゼロ

となりました。

さて、このたびはOB会会報及び35周年記念

のご寄贈をいただきましてありがとうございま

す。当センターの図書室で保管し、一般公開を

含
嘗星勢

に
写展墓:源讐奪鍵墓嘉碁卜し上げま

す。                 敬具

ところで、今回いただいたOB会報でが、舟

田様のOB会事務局長、会報編集局長御辞任予

告を拝見いたしました。

私自身、地元に残つていながらお力添えもで

きず申し訳ない気持ちでいつばいですが、残念

ですと言えば全く無責任な言葉になってしまい

ますので、あえてそれは申しません。

長きにわたり、毎年、莫大な資料を取りまと

められ、私のような不良会員に至るまで郵送手

続きをとられ、その御苦労をお察し申し上げま

す。長い間、本当にお疲れ様でした。

私個人としては、登山・山歩きのすばらしさ

と、ほんの数名ではありますが、遠くに離れて
いても未だに絶える事なく連絡を取り合える仲

間を、このワンダーフォーゲル部から戴き、も

うそれだけで充分に満足しております。

正直に申し上げて、今現在の金大ワンダーフ

ォーゲル部の活動や他のOBの動向等について

は、あまり関心はありませんが、私なりにワン

ダーフォーゲル部からの頂き物を大事にし、今

後は、部員の時に登った山に登れば、その思い

出に浸り、その思い出を噛み締めていきたいと

思っています。

乱筆乱文失礼いたしました。     敬具

平成14年 3月 3日

(主に年賀状から)

*4期 高田 昌嗣

時々近場の山歩きをしています。

*4期 佐藤 秀紀

先日20年以上ぶりで、岩同温泉噴泉塔に仲間

と行つてきました。噴泉塔はもう石灰質の塔の

先端からはお湯が吹き出ておらず、途中から湧

き出ていました。そこから流れ出る高温のお湯

と谷川からの水で作る手作り露天風呂に入って

きました。 (川の中で缶ビールを持つているの

が小生です。温泉から出て、谷川につかるのが

何ともいえず気持ちがいいものです。)

*7期 澤田 孝雄

司馬遼太郎にのめりこんで、旅行を最上の趣

味として出掛けています。中国。朝鮮、何回行

っても飽きることありません。

*7期 中山 美津枝

昨年は自山に 1回行ったきりでした。賀状の

剣の写真を見せていただいてとても嬉しかった
です。私は随分前、早月尾根から時間をかけて
登ってみました。なつかしい。

*9期 白井 勇

45周年楽しみにしています。 1月 8日 上京す
る予定で、同期の何人かと新年回。早速「白峰
村集合」を呼び掛けます。

*10期 木津 治男

昨年、立山登山から再開しました。

*12期 赤地 賢- 14期 喜久子

暮れ、矢崎、青柳、加藤、野村氏と会食しま
した。「プロジェク トXJで盛り上がりました

平成14年 3月 27日

毛言7姜『語F横ふ孫麗壇喜[零ti3ふF墓

伺
讐写卜尭暫霞7h大ワンダーフオーゲル部0

B会報を御郵送いただき、誠にありがとうござ

いました。仕事柄 2～ 3年に一度は転勤があり

、その度に引つ越しをしており、新住所の通知

葛量撃L雲黒替t暑基す菫事『2房重垣基蒼奮
し
互で
く
8重Y胃豚輩塁毒菫し、この3月で卒

言I:l[:::;[:::]阜ζE世:I]
:ili]::[:::::[を三lilil

ま
芭ぉょぅに私にとつてワンダーフオ~ゲル部

おりました。                _29-



*13期 辰野 隆義
3月から東京勤務となります。よって二代目

山小屋のおやじは穂積に頼んで行きます。

*15期 横井 裕子

昨年 1月 に義母が亡くなりました。昭次さん
は今頃たっぶりと親孝行していると思います。

*17期 渡辺 和文

17期もメールやら会ったりで交流を続けてい
ます。

*17期 長田 正文

近所に同所さんと松縄さんが住んでおいてま
す。東京でOB会の支部が出来れば良いと思っ
ています。

*18期 椿川 利弘
昨年の夏、家族で富士山に登りました。また
秋には大西、堤、岡部と焼岳に登りました。

2003年 (平 成 15年)1月 9日 (本曜 日 )

いずれもよく晴れて大変楽しかったです。今年
も数回は山に登りたいと思つています。

*18期 大西 正明

焼岳山頂より望む穂高連峰 (2002.10.13)

この日、最高の秋晴れ、この秋、最高の紅葉、
この年、一番の骨休め.

*20期 久富 象二

1月 末からネパールヘ行ってきます。

*30期 野田 和裕

秋になればもう一度自山～BHを踏破 したい

と思うのです。子供らの親になった今でもそう
です。

*37期 若山 悟

昨年は意外な所 (釈迦岳)でお会いしました

ね。今年はどこの山でお会いするでしょうか。
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八
日
は
新
県
庁

（金
沢
市

鞍
月
）
が
開
業
後
初
め
て
青

空
が
広
が
り
、
十
九
階
展
望

ロ
ビ
ー
か
ら
は
白
山
や
立
山

連
峰
、
日
本
海
な
ど
が
く

っ

き
り
。
三
六
〇
度
の
自
然
の

大
パ
ノ
ラ

マ
を
楽
し
も
う

と
、
大
勢
の
見
学
者
た
ち
が

詰
め
か
け
た
。

「新
た
な
観
光
ス
ポ

ッ
ト

を
客
に
紹
介
す
る
た
め
、
ま

ず
自
分
の
目
で
確
か
め
な
け

れ
ば
」
と
話
し
た
の
は
、
金

沢
市
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
澤

田
正
さ
ん
金
じ
。
カ
メ
ラ
を

三
脚
で
固
定
し
、
夕
日
で
赤

く
染
ま
る
白
山
に
向
け
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
て
い
た
。

県
は
正
確
な
見
学
者
数
を

把
握
し
て
い
な
い
も
の
の
、

一
階
の
総
合
案
内
に
備
え
て

い
る
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
を
開
庁

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一二
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

三
日
間
で
二
千
八
百
部
配

っ

た
。

「実
際
は
こ
れ
以
上
の

数
と
な

っ
て
お
り
、
人
気
は

上
々
」

（
県
民
交
流
課
）
と

驚
い
て
い
る
。
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